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NO. 機能 概要 詳細

1
ロール管理
（工事、業務）

新規機能追加です。
各ロールに対しての機能制御を実装しました。

次ページ以降の説明を参照ください。

2
基本情報の管理
（工事、業務）

新規機能追加です。
業務名や工期などの基本情報を取り込むことができる機能を実装し
ました。

次ページ以降の説明を参照ください。

3
発議書類
（工事、業務）

新規機能追加です。
本システムにて、受発注者間でのやりとりを通じた発議書類の作成
機能を実装しました。

次ページ以降の説明を参照ください。

4
電子納品
（工事、業務）

新規機能追加です。
本システムから工事、業務（調査、設計）の電子成果品を電子納品
できるようになりました。

次ページ以降の説明を参照ください。

• Smart Construction Groupwareのアップデートについて、以下の日程・内容にてリリースを致します。

リリース作業日程：日本時間 1月28日(火)(予定) 19:00～21:00
(リリース作業中は、一時的にアプリが使えなくなります。)  

リリース項目一覧
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NO. 機能 概要 詳細

5 発議書類のDL機能
新規機能追加です。
承認済みの発議を対象に、発議一覧表と鑑書類・添付書類を一括DL
できる機能を実装しました。

次ページ以降の説明を参照ください。

6 関連ファイル
新規機能追加です。
1ファイルに対して、複数のファイルを「関連ファイル」として紐づ
ける機能を実装しました。

次ページ以降の説明を参照ください。

7 ビューア
不具合修正です。
Autodesk Viewerにて、画面下部のツールバーが見えづらくなって
いる問題を解消しました。

左記のとおり。

8 お気に入り
不具合修正です。
グループの名称を変更できない問題を解消しました。

左記のとおり。

9 企業選択
機能改善です。
「さらに表示」を押下した際に、企業が読み込まれたことが分かり
づらい問題があったため、解消しました。

左記のとおり。

• Smart Construction Groupwareのアップデートについて、以下の日程・内容にてリリースを致します。

リリース作業日程：日本時間 1月28日(火)(予定) 19:00～21:00
(リリース作業中は、一時的にアプリが使えなくなります。)  

リリース項目一覧



3リリース項目No.１～４の前提事項

No1～4の前提事項
ライセンス管理画面で、工事、or、業務のライセンスを現場に付与すると、以下の機能が利用できるようになります。
• ロール管理
• 基本情報の管理
• 発議書類作成機能
• 電子納品

「ライセンス付与なし」 「ライセンス付与」

• ライセンスを付与すると、発議書類や電
子納品の機能が表示されます。



4リリース項目No.１

No1
各ロールに対しての機能制御を実装しました。

• 各メンバーのロール権限を
設定することができます。

• 押下すると、ロール権限
の設定画面に遷移します。
（次ページへ）



5リリース項目No.１

No1
各ロールに対しての機能制御を実装しました。

「工事」 「業務」

• 各ロールごとに、機能の利用可否を設定することができます。
• 工事と業務でロールの定義は異なります。
• 設定できる機能は以下になります。
〇現場設定
〇ファイル
〇発議書類
〇電子納品



6リリース項目No.２

No2
業務名や工期などの基本情報を取り込むことができる機能を実装しました。

• 工事基本情報を取り込む。

• 取り込んだ内容が登録されます。
• 手入力でも項目は登録可能です。
• 本情報は作成する発議書類と自動連係されます。

• 本説明では工事を例としてい
ますが、業務も同様の機能と
なります。

• ただし、工事と業務の項目は
異なります。



7リリース項目No.３

No3
本システムにて、受発注者間でのやりとりを通じた発議書類の作成機能を実装しました。

• 新規ワークフロー申請画面に遷移します。
• 次ページへ。

「全体フロー例：受注者発議」

発議書類申請 発議

受注者 発注者

中間承認 最終承認
帳票（鑑）

作成

自動作成
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発議書類申請 発議

受注者 発注者

中間承認 最終承認
帳票（鑑）

作成

自動作成

リリース項目No.３

No3
本システムにて、受発注者間でのやりとりを通じた発議書類の作成機能を実装しました。

• 発議書類を作成する画面です。
• 内容を入力し、申請ボタンを押下すると、
設定したユーザーに承認依頼が届きます。

• 工事の種別は以下となります。
〇工事打合せ簿
〇工事履行報告書
〇材料確認書
〇段階確認書
〇確認・立会依頼書

• 業務の種別は、業務打合せ簿のみです。
• 工事と業務で入力内容は一部異なります。

• 次ページへ。

• 業務もフローは同じになります。



9リリース項目No.３

No3
本システムにて、受発注者間でのやりとりを通じた発議書類の作成機能を実装しました。

• 内容に問題なければ発議を押下。
• 次ページへ。

• 押下すると、発議書類の詳細画面が開きます。

• 業務もフローは同じになります。

発議書類申請 発議

受注者 発注者

中間承認 最終承認
帳票（鑑）

作成

自動作成



10リリース項目No.３

No3
本システムにて、受発注者間でのやりとりを通じた発議書類の作成機能を実装しました。

• 内容に問題なければ承認を押下。
• 次ページへ。

• 捺印設定をしている場合は、捺印
欄を入力します。

• 入力した内容はプレビューで確
認できます。

• 業務もフローは同じになります。

発議書類申請 発議

受注者 発注者

中間承認 最終承認
帳票（鑑）

作成

自動作成



11リリース項目No.３

No3
本システムにて、受発注者間でのやりとりを通じた発議書類の作成機能を実装しました。

• 内容に問題なければ承認を押下。
• 次ページへ。

• 業務もフローは同じになります。

発議書類申請 発議

受注者 発注者

中間承認 最終承認
帳票（鑑）

作成

自動作成
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発議書類申請 発議

受注者 発注者

中間承認 最終承認
帳票（鑑）

作成

自動作成

リリース項目No.３

No3
本システムにて、受発注者間でのやりとりを通じた発議書類の作成機能を実装しました。

• 既に作成しておいた工事書類
フォルダ配下に帳票（鑑）が作
成されます。

• 業務の場合は、業務書類フォル
ダを作成します。

• 業務もフローは同じになります。

• 種別にあった帳票（鑑）が作成されます。



13リリース項目No.３

No3
本システムにて、受発注者間でのやりとりを通じた発議書類の作成機能を実装しました。

• 業務もフローは同じになります。

その他の機能について

• 承認済みの発議を登録できます。

• 帳票データファイルを取り込み
発議書類を作成できます。

• 自身が所属しているすべての現
場の発議書類を一括で確認する
ことができます。



14リリース項目No.３

No3
本システムにて、受発注者間でのやりとりを通じた発議書類の作成機能を実装しました。

• 業務もフローは同じになります。

その他の機能について

• 最終承認後に、日付関連の修正や、発議自体を
削除する機能があります。



15リリース項目No.４

No4
本システムから工事、業務（調査、設計）の電子成果品を電子納品できるようになりました。

「全体フロー例：工事」

電子成果品の
アップロード

承認依頼

受注者 発注者

承認
仮登録サー
バーへ登録

受注者



16リリース項目No.４

No4
本システムから工事、業務（調査、設計）の電子成果品を電子納品できるようになりました。

• 電子成果品をアップロードします。

• チェックシステムで出力されたファ
イルをアップロードします。



17リリース項目No.４

No4
本システムから工事、業務（調査、設計）の電子成果品を電子納品できるようになりました。

• 発注者は電子成果品を確認した上で承認する。

• 工事と業務の差異
「工事」
〇作成した帳票（鑑）は自動で電子データとして作成されます。（MEETフォルダ）

「業務」
〇作成した帳票（鑑）は電子成果品に自身でアップロードする必要があります。
システムで自動で作成されません。



18リリース項目No.４

No4
本システムから工事、業務（調査、設計）の電子成果品を電子納品できるようになりました。

• 電子成果品を圧縮形式で作成します。

• データに問題なければ、電子納品保管管理シ
ステムに登録されます。



19リリース項目No.5

No5
承認済みの発議を対象に、発議一覧表と鑑書類・添付書類を一括DLできる機能を実装しました。

• 詳細は次ページへ。



20リリース項目No.5

No5
承認済みの発議を対象に、発議一覧表と鑑書類・添付書類を一括DLできる機能を実装しました。

発議一覧表 • ファイルをローカルで参照できる。

鑑書類・添付書類



21リリース項目No.6

No6
1ファイルに対して、複数のファイルを「関連ファイル」として紐づける機能を実装しました。

• 1ファイルに対して、複数のファイルを「関連ファイ
ル」として紐づけることができる。

• 企業間、現場・グループ間での紐づけもできる。

• 紐づけしたファイルは関連
ファイルタブに表示される。

• 該当のフォルダに遷移、プ
レビュー、削除ができる。



22

EOF
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